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花 ＜モモ＞
桑折の春を花霞で美しく
彩ります。実はくだもの
の町を代表する逸品

鳥 ＜カッコウ＞
美しさの中にどこか愛嬌
のある鳴き声は、夏の訪
れを告げる風物詩です

木 ＜アカマツ・カヤ＞
桑折の大地が育んだ緑。
どっしりと根を下ろし、町
の四季を見守っています

　カタカナ３文字で「コオリ」を表し、上半円で「コ」、下部で「オ」、
中の白地で「リ」、全体的に弧を画く鵬

おおとり
で、桑折町の「和」と「飛躍」を

表しています。また、ひらがなの「こ」に半田山を象徴しています。
（昭和40年制定）

桑折町章

　桑折町は、阿武隈川の清い流れと、緑につつまれた半田山のふもとにひ
らけた古い歴史をもつ由緒ある町です。わたくしたちは、この町の伝統あ
る歴史と文化、恵まれた自然環境を守り、さらに活力ある町に育て後世に
引き継ぐために、町民みんなの誓いとしてここに町民憲章を定めます。

一、歴史と伝統を尊び、かおり高い
　　　　文化の町をつくりましょう
一、恵まれた自然を愛し、環境を整え
　　　　緑の町をつくりましょう
一、心身をきたえ、健康で
　　　　明るい町をつくりましょう
一、勤労にはげみ、活力ある
　　　　豊かな町をつくりましょう
一、きまりを守り、助け合う心を育て
　　　　住みよい町をつくりましょう

昭和60年９月制定

町 民 憲 章



町 の 宣 言

「地方創生SDGs推進の町」宣言
　SDGs（持続可能な開発目標）は、貧困や人種差別、環境破壊など、地球規模のさまざま
な問題を解決するために、国際連合によって定められた2016年から2030年までの国際目
標です。
　持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するための17のゴールと169のターゲッ
トから構成されており、国際連合に加盟する191カ国が地球上の「誰一人として取り残さ
ない」ことを共通理念として取り組んでいます。
　人口減少・超少子高齢社会の到来など、地域の課題が顕著となる中、持続的なまちづく
りを実践していくためには、地域全体でSDGsの理念を共有し、多様な主体とのパートナー
シップにより、新しい価値の創造や恵まれた地域資源の継承、地域経済の活性化などに取
り組んでいくことが必要です。
　本町では、次期総合計画策定にあたり、基本計画とSDGsの17の目標との関連性を明確
に示し、各施策の推進を図ることでSDGsの達成につなげていきます。
　私たちは、SDGsを原動力とした地方創生を推進し、より良い未来を次世代に引き継い
でいけるよう、ここに「地方創生SDGs推進の町」を宣言します。

令和３年６月22日　

「ヘルスアップタウンこおり」宣言
　桑折町の豊かな自然と恵みの中で、私たちの心と体は育まれています。
　すべての町民が、健康で笑顔にあふれ、いつまでも幸せに桑折町で暮らし続けることは、
私たち共通の願いです。
　私たちは、「みんなが幸せを実感できる 元気なまち こおり」の実現を目指し、町民一人
ひとりが健康の大切さを認識して、楽しく学び元気な体づくりを推進するため、ここに「ヘ
ルスアップタウン こおり」を宣言します。

令和４年12月12日　



「再生可能エネルギー推進の町」宣言
　桑折町は、阿武隈川の清い流れと、緑につつまれた半田山のふもとにひらけた、古い歴
史をもつ由緒ある町です。私たちは、この町の伝統ある歴史と文化、恵まれた自然環境を
守り、さらに活力ある町に育て後世に引き継ぐために、努めてきました。
　しかし、平成23年３月11日に発生した「東日本大震災」とこれを起因にした「東京電力福
島第１原子力発電所」の事故は、国内はもとより、世界中の人々をも震撼させる出来事で
あり、本町を取り巻く環境を激変させました。 とりわけ、大気中に放出された放射性物
質によるかけがえのない大切な町土の汚染は、日常生活や基幹産業である農業を深刻な状
況に陥れました。
　私たちは、今この未曽有の大災害を克服し、復興・再生に向けて、全力で取り組んでい
ます。 同時に、この大災害から何を学び、どう将来の町づくりに活かすかも問われてい
ます。 福島県は、原発と決別することにしました。本町もこれに賛同し、福島の地にお
ける「脱原発」と「原子力発電所の全ての廃炉」を強く求めてきました。このような事態を踏
まえ、私たちは、原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発展可能な社会づくりに努
めなければなりません。
　私たちは、原子力への依存からの脱却を目指し、太陽光、小水力などの再生可能エネル
ギーを積極的に活用し、自然環境への負荷を極力抑え、地球温暖化防止や低炭素・循環型
社会の実現に寄与するため、「再生可能エネルギー推進の町」を宣言します。

平成27年３月25日　

「非核平和の町」宣言
　世界の恒久平和と安全は人類共通の願望である。
　しかし、平和における「核」は、今や平和利用の域をはるかに超えて、人類存続の危機を
も招く核軍備の拡大は、とどまることなく世界平和に深刻な脅威をもたらしている。
　わが国は世界唯一の核兵器による被爆国として、平和を愛するすべての国の人々ととも
に、非核三原則に基づき人類の安全と生存のため不断の努力を続けるべきである。
　桑折町は、日本国憲法の平和主義の精神に基づいて、核兵器の完全廃絶と軍備縮小を世
界に訴え、人類の願いである世界平和の実現を希求し、ここに「非核平和の町」であること
を宣言する。

平成元年７月31日　
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本町では、令和３年９月に策定した総合計画「献
上桃の郷こおり 未来躍動プラン」に基づき、６つ
の重点プロジェクトに連なる「桑折ならでは」の各
種施策を着実に進めてまいりました。その結果、

「献上桃の郷」として、住み心地の良さや住み続けたい町として、高い評価を得るところに
至りましたことは、町民の皆様の町政に対する御理解と御協力の賜物と、心より御礼申し
上げます。

今般、令和６年度で前期計画の３年が終了することから、これまでの取り組みを評価・
検証するとともに、本町を取り巻く環境の変化や課題に的確に対応すべく、令和７年度か
ら５年間を計画期間とする中期基本計画を策定いたしました。

現在、私たちは、超少子高齢化による人口減少社会の到来や、激甚化・頻発化する自然
災害の発生に加え、世界的規模で政治や社会経済情勢が刻々と変化する、不安定かつ不確
実な局面にあるものと認識しております。さらには、デジタル化の進展や人工知能「AI」
技術の発展などにより、産業や生活の有り様が大きく変貌を遂げていく、まさに激動の時
代を迎えております。

町といたしましては、町制施行70周年の記念すべき年にあたり、町民皆様と幾多の困
難を乗り越えてきたこれまでの経験を踏まえ、あらゆる難局に真摯に向き合い、町民すべ
てのウェルビーイングを実現し、引き続き、持続可能な町づくりを進めてまいる所存であ
ります。

そして、先人から受け継いだ気概を持ち、時代の潮流を見誤ることなく、常に変革を遂
げながら「桑折ならでは」の魅力と特色を活かした各種施策を展開し、総合計画で謳う「み
んなが幸せを実感できる　元気なまち　こおり」を実現してまいります。

結びに、未来を担う子どもたちに、夢と希望をつなぐ、「花咲く未来」に向かって、町政
執行にあたってまいりますので、一層の御支援と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

「みんなが幸せを実感できる
元気なまち　こおり」の
実現を目指して

桑折町長
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